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今
月
号
の
主
な
内
容

●町 報
・合併協定書に調印．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．2
• 山鳥坂ダムに関する覚書調印式…•……•• 3 
• 中山間地域等直接支払取組状況..………• 5 
・歯の健康・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10
●公民館報
・文化協会だより ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14
・体協だより ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15
•青年団だより ASUKA ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16

●森林組合だより
•愛媛県椎茸共進会開催......…•• • ...…...… 17

●社協だより
• 新役員改選・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18

町民の動き

人口

男

女

・・・3,085人(- 7) 

…1,474人(- 3) 

・・・1,611人(- 4) 

世帯数
…1,086世帯（土 0)

（平成16年5月31日現在）

※
ビ
オ
ト
ー
プ
…
安
定
し
た
環
境
を
も
つ
野
生
生
物
の
生
息
空
間
。

約
1
反
ほ
ど
の
田
ん
ぼ
に
ズ
ラ

ー
ッ
と

一
列
に
並
ん
で
、
ズ
ボ
ッ
と

足
を
べ
巾
べ
稲
の
苗
を
植
え
て
い
る
の
は
、
正
山
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
と
オ
ヤ
ジ
た
ち
。
「お
や
じ
の
会
」
恒
例
の
田
植
え
。
40
人
が
泥
ま
み

れ
に
な
っ
て
米
づ
く
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
の
上
の
方
に
は
、
ビ
オ
ト
ー
プ
も
あ
り
、

育
て
た
り
し
て
い
ま
す
。

次
は
草
取
り
を
や
る
予
定
。

豊
作
ま
ち
が
い
な
し
。

野
生
生
物
を
守
り

大
切
に
育
て
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
大

和 唸
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新市 「大洲市」 誕生
大洲市・長浜町・肱川町・河辺村4市町村長が

合併協定書に調印 5月31日（月）
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合併協定書に署名押印する4市町村長

大
洲
喜
多
地
区

4
市
町
村

の
合
併
協
定
調
印
式
が
、
平

ヽ
！ヽ
／

成

16
年

5
月

31
日
月
、
大
洲

市
の
リ
ジ
ェ
ー
ル
大
涜
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

調
印
式
で
は
、
大
洲
喜
多

合

併

協

議

会

の

桝

EEl
会

長

（大
汎
市
長
）
の
挨
拶
の
後
、

合
併
経
過
報
告
及
び
合
併
協

定
書
の
説
甲
が
行
わ
れ
、
続

い
て
、

4
市
町
村
長
が
、
合

併
協
定
書

へ
署
名
押
印
を
行

い
ま
し
た
。
そ
し
て
立
会
人

と
し
て
加
戸
守
行
愛
媛
県
知

事
と
顧
周
の
谷
本
永
年
愛
媛

県
議
会
議
員
、
合
併
協
議
会

委
負
全
昌
が
署
名
を
行
い
ま

し
た
。
平
成

17
年

1
月
1
日
、
新

市
「
大
汎
市
」
誕
生
ま
で
あ

と
ワ
か
月
。
肱
川
町
に
と
っ

て
歴
史
的
瞬
間
の
一
幕
で
し

こ
。
t
 

＝ 

加戸知事から合併協定書を手渡され

新たな町づくりを誓う 4市町村長

立会人の署名を行う合併協議会委員のみなさん

大洲市 ・長滋
4 、エ 町 ・肱川町

協 ‘^定調‘
• 河辺 村

印式

合併協議会のみなさん
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4市町村長が署名押印した合併協定書
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覚書調印後に町長を囲み握手する

国、県、関係市町村代表ら

5
月
1
日
、
風
の
博
物
館
で
、

山
鳥
坂
ダ
ム
に
関
す
る
覚
書
の
調

印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
覚
書
に
は
、
肱
川
町
、
国

土
交
適
省
、
愛
媛
県
、
大
洲
市
、

長
浜
町
、
河
辺
村
の
代
表
が
調
印
。

立
会
人
と
し
て
中
姉
県
議
会
議
長

の
出
席
が
あ
リ
ま
し
た
。

覚
書
は
「
基
本
的
事
項
」
「
ダ
ム

事
業
の
進
め
方
」
「
肱
川
町
の
水
源

地
域
対
策
へ
の
配
慮
」
な
ど

5
項

目
で
構
成
さ
れ
て
お
リ
、
「
水
源
地

域
対
策
へ
の
配
慮
」
で
は
、
国
土

交
過
省
、
愛
媛
県
及
び
流
域
関
係

免
舷
｀
県

加
戸
知
平

調印する大野町長 加戸知事のあいさつ

市
町
村
は
、
ダ
ム
事
業
が
肱
川
町

に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
十
分
認

識
し
、
肱
川
町
の
意
向
を
踏
ま
え
、

水
源
地
域
対
策
の
実
現
に
向
け
て

最
善
の
努
力
を
す
る
ー
と
し
て
い

ま
す
。
国
、
県
、
流
域
市
町
村
は
今
後
、

覚
書
の
実
現
、
つ
ま
リ
、
山
鳥
坂

ダ
ム
建
設
事
業
と
水
源
地
域
対
策

（水
没
地
住
民
の
生
活
再
建
や
町
の

地
域
振
興
事
業
な
ど
）
に
誠
意
を

持
っ
て
取
リ
組
ん
で
い
く
こ
と
に

な
リ
ま
す
。

(

1
1

F

山
鳥
坂
ダ
ム
に
関
す
る
覚
書
調
印
式
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- -し二＼
町長 ・副議長と大行進のみなさん 下鹿野川商店街を大行進！

-----------------------------------------------------------------J 

町
議
会

5
月
臨
時
会
で
議
決
さ
れ
た
議
案

◎
平
成
16
年
度
肱
川
町
一

般
会
計
補
正
予
算

（第

一号）

既
定
の
予
算
に
7
0
0
万
円
を
増
額

総
額
24
億

4
9
0
0
万
円
と
し
た
。

・
タ
バ
コ
耕
作
組
合
吊
具
購
入
補
助
金

(
3
3
3
万
9
千
円
）

・
公
民
館
屋
上
の
防
水
工
事

(
3
7
8
万
円
）

2004年国民平和大行進 〔四国コース〕
5月14日 肱川町大行進

2
0
0
4
年
原
水
爆
禁
止
国
民
平

和
大
行
進

（四
国
コ
ー
ス
）
が
来
町

し
ま
し
た
。

5
月
9
日
愛
媛
・
高
知
県
境
を
ス

タ
ー
ト
し
、
南
予
、
中
予
、
東
予
と

行
進
し
、
5
月
30
日
川
之
江
か
ら
香

川
へ
引
き
継
ぐ
ま
で
嗅
内
全
て
の
自

治
体
を
行
進

・
訪
固
す
る
も
の
で

す
。今
年
の
平
和
行
進
は
、
「
イ
ラ
ク

占
領
反
対
、
国
連
憲
章
を
守
れ
」
「
日

本
は
戟
争
協
力
す
る
な
、
憲
法
を
守

れ
」
の
願
い
を
さ
ら
に
結
集
し
、
被

爆
60
周
年
、
2
0
0
5
年
を
核
兵
器

廃
絶
へ
の
転
機
と
す
る
た
め
に
、
「い

ま
、
核
兵
器
廃
絶
を
」
の
運
動
を
広

げ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

役
場
に
お
い
て
、
こ
の
日
出
迎
え

た
大
野
町
長
、
福
山
町
議
会
副
議
長

に
対
し
、
「
非
核
平
和
行
政
に
つ
い

て
の
要
請
書
」
が
手
渡
さ
れ
、

核
兵

委
廃
絶
の
訴
え
が
あ
リ
、
そ
の
後
、

下
鹿
野
川
商
店
街
に
お
い
て
大
行
進

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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- ----―----＿沙
函専祝蒻OO◎

公職選挙法の一部が改正され、新たに「期日前投票制度」が創設されました。

この制度により、従来の不在者投票のように、投票用紙を封筒に入れて、それに署

名するといった手続が不要となり、投票がしやすくなります。

11  

「期日前投票制度」とは？

選挙は、選挙期日（投票日）に投票所において投票することを原則としていますが、期

日前投票制度は、選挙期日前であっても、選挙期日と同じく投票を行うことができる（つ

まり、投票用紙を直接投票箱に入れることができる）仕組みです。

■投票期間 選挙期日の公示日または告示日の翌日から選挙期日の前日まで

■投票を行うこと 選挙期日に、仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭等の用務があるなど一
ができる者 定の事由 （現行の不在者投票事由）に該当すると見込まれる者

※投票の際には、現行の不在者投票と同じく、宣誓書に列挙さ

れている一定の事由（現行の不在者投票事由に同じ）の中か

ら、自分が該当するものを選択します。

■投票場所 期日前投票所

■投票時間 午前8時30分から午後8時まで

L-------------------------------------------.J 

期日前投票

期日前投票所にて

投票用紙への記載

2004.6 I 4 



中山間地域等直接支払制麿の取り組み状況について

一農地を守り、地域を育てるために一

「中山間地域等直接支払制度」は、中山間地域等の農業 ・農村がもっている水源かん養機能・洪

水防止機能・安らぎの場の提供など多面的機能を維持増進していくために平成12年度から5ヵ年計

画で始まリました。今年は事業最終年度となリます。

肱川町でも現在、 19の集落協定（参加者数306人）による取リ組みが行われています。

◎集落協定の取り組み◎
集落協定内の農用地 (1ヘクター）レ以上）を5年以上継続して農業生産活動等に参加者全昌で取リ組

んでいきます。

町内の集落では、この交付金を「共同機械の購入」や「水路・農道の管理活動」等の共同で取リ組む

活動に使用されています。

平成15年度の実施状況

番号 協 定 名 参加者数 交付金（円） 面積 (m) 番号 協 定 名 参加者数 交付金（円） 面積 (ni)

1 汗生（集） 7 320,488 23,208 11 久下（集） 5 1,076,331 100,610 

2 道野尾1（集） 13 740,174 39,296 12 中野（集） 3 648,581 34,153 

3 道野尾2（集） 8 773,168 67,232 13 小薮 （`集） 19 1,598,273 113,666 

4 上森山（集） 3 153,467 18,821 14 師走野（集） 8 1,040,489 63,181 

5 怒田野尾（集） 8 772,644 49,005 15 見の越（集） 6 315,351 21,422 

6 協生（集） 3 343,140 16,340 16 予子林（集） 53 3,458,018 202,703 

7 嘉城（集） ， 606,492 40,963 17 小倉（集） 4 254,776 15,711 

8 共栄（集） 5 306,639 19,134 18 中津（集） 10 554,404 35,389 

， 中居谷（集） 27 1,681,837 114,121 19 上石丸（集） 3 223,577 16,480 

10 大谷（集） 112 11,831,077 817,632 計 306 26,698,926 1,809,067 

愛媛県擾良木造住宅利子補給制麿の利用について
県では、県産材を使用した健康で快適な木造住宅の建設を積極的に支援しています。

県産材の利用を促進することは、全国有数の林産県である本県において、地域産業の活性化だ

けでなく、森林の公益的機能などにより地域の環境を保全することにもなるため、県の重要課題

であると考えています。

皆さんも住宅を建設される時には、ぜひ「愛媛県優良木造住宅利子補給制度」を活用して、安

全で安心な県産材を利用した木造住宅を検討していただくようお願いします。

愛媛県優良木造住宅利子補給制度（融資残元金に最長5年間の利子補給金支給）

県内で自ら居住する木造住宅を金融機関の融資により新築又は購入する方で、主要部材に

50％以上の地域材を使用した場合は補助金が受けられます。
《問い合わせ先》 ・県内に本店を有する指定金融機関及び四国労働金庫愛媛支店（申込先）

•愛媛県土木部道路都市局建築住宅課 (TEL 089-941-2779) 

5 1広報ひじかわ 255号



アテテネ ーこの夏、最大のドラマをあなたに一

廿勺ン磁竿5え五皿
I3刈趾丘豆如~3旱幽れ旱
今年のサマージャンポ宝くじは、億万長者が84人！
1等… 2億円X42本 前後賞苦… 5,000万円 2等… 1億円X42本

当たり実感のある少額賞金も豊富！
4等… 10万円X4,200本 5等…3,000円X4,200,000本

夏ラッキー賞…1万円X1,680,000本

発売期間は平成16年7月12日（月）から7月30日（金）まで

抽せん日は平成16年8月10日（火）

支払開始日は平成16年8月16日（月）

この宝くじは通信販売で買うこともできます。

この宝くじの収益金は、市町村の明る＜住みよい街づくりに使われます。

＊昨年のサマージャンボ宝くじ（第461回全国自治宝くじ）の時効（平成16年8月17日（火））が迫って
おりますのでお忘れなく 。

肱川町民への

スポーツ振興・普及のために

簡易外野フェンス スコアボード

大駄場ふれあい広場の整偶に伴い、

平成15年度自治総合センター宝くじ
助成事業を受けて 、町民の皆さんが

「いつでも 、どこでも 、いつまでも」

スポーツを楽しんでいただくために次

の借品を整備しました。

用具保管庫

宝くじ助成事業とは？

自治総合センターでは、住民の行うコミュニ

ティ活動を支援しています。

助成の対象となるのは、社会福祉、社会教育、

体育、環境保護その他公益の増進などに寄与す

る事業で、各地区コミュニテ ィ推進委員会 （公

民館）を通じて申請することができます。

この助成事業の財源には、全国自治宝くじの

普及広報事業費として受け入れる宝くじ受託事

業収入が充てられています。

゜
こ

は

V
ち

・ヽ
L
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会

す

じ
築
持

社

ま

さ
ラ

＜
 か
力

V
い

宝

豊

チ

広

て

で
〗
[ 2004.6 Is 



～涼やかな夏のたよりを あの人に ～ 

暑中晃舞用はがき発売中
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「無地」

郵便局では、平成16年用暑中見舞用郵便葉

書を発売しています。

種類は、裏面に夏らしいイラストを配した

絵入り2種類（「田園」「浜辺」）のほか、「無
地」、パソコン愛好者に好評をいただいてい

る「インクジェット紙」、くぼみ入り葉書も

発売中です。

価格は、いずれも1枚50円です。

お楽しみのくじの抽せん日は9月5日（日）。
賞品は ．．．

A賞

浜辺

B賞

C賞

カードタイプデジタルカメラ

全国ホテルディナー券

ハウスクリ ーニング券

《以上3点の中から1点》

紙すきセット

懐かし玩具とエコボックス

クリーンエネルギー腕時計

地域の特産品小包1個

《以上4点の中から1点》

ふみの日小型シート

親しいお友達、遠く離れたあの方への夏だ

よりに・・・

是非ご利用ください！！

災害防止について
県からのお願い

6月は 「防災対策強調月間」です。

梅雨前線や台風などの影響で、大雨

による災害が起きやすい季節です。

県ではこの月間中、河川、道路な

どの土木施設や工事現場のパトロー

ルを強化し、危険箇所の発見や応急

工事の実施など災害の未然防止に努

めています。

皆さんも、テレビ、ラジオなどの

災害情報に注意し、危険が迫ったと

きはすぐに避難するなど、災害に対

する警戒を十分に心掛けてください。

また、災害に備えて懐中電灯や携

帯ラジオなども常に準備しておきま

しょう。

なお、危険な箇所を見かけたとき

は、すぐに近くの市町村役場や県の

地方局、土木事務所などにお知らせ

くださし％

災害の防止に皆さんのご協力をお

願いします。

貧
佃宅防火安心マークI

毎
年
、
住
宅
火
災
に
よ
っ

て
亡
く
な
ら
れ
る
方
の
多
く

は
、
半
数
以
上
が

65
歳
以
上

の
高
齢
者
で
す
。

高
齢
者
は
身
体
の
衰
え
に

よ
る
行
動
能
力
の
低
下
等
が

一
般
的
な
こ
と
か
ら
、
高
齢

者
の
居
住
環
境
に
お
け
る
き

め
細
や
か
な
防
火
対
策
が
必

要
で
す
。
防
災
機
器
に
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す

の
で
、
検
討
さ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

消
火
器
や
火
災
警
報
器
、

そ
し
て
火
が
燃
え
広
が
り
に

く
い
布
団
や
カ
ー
テ
ン
等
が

あ
り
ま
す
。

購
入
さ
れ
る
と
き
は
「
住

宅
防
火
安
心
マ
ー
ク
」
を
目

印
に
し
て
く
だ
さ
い
。

備
え
て
い
ま
す
か

「
住
宅
用
防
災
機
器
」

ご
家
庭
に
お
け
る
防
火
対

策
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ご
近

所
ぐ
る
み
で
の
火
災
予
防
の

協
力
も
大
切
で
す
。

家
の
周
り
に
は
燃
え
や
す

い
物
を
置
か
な
い
、
収
集
所

へ
の
ゴ
ミ
出
し
は
朝
行
う
、

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
へ

の
心
配
な
ど
「
防
火
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
の
防
火
対
策

に
つ
い
て

＇
，
 宣

1

.

し

•

一

J
゜

川上支署
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自宅がキャンバス「放送大学」
く放送大学はテレビ・ラジオを利用して授業を行う正規の大学です。 ＞

＊視聴方法 ・スカイパーフェク丁V!（テレビ205ch・ラジオ500ch)全国放送中！
地上放送 （テレビU日F16ch・ラジオFM77..1MHz)関東地域
CATV:放送大学の番組を放送しているCA丁V局で視聴できます。

一平成16年度第2学期学部生・大学院修士科目生及び平成17年度大学院修士全科生学生募集一

【募集期間】教養学部・大学院修士科目生 ：平成16年 6月15日 （火）～ 8月31日 （失）
大学院修士全科生 （平成17年度） ：平成16年 9月 1日 （水）～ 9月14日 （火）

［教養学部］ 学生の種類 全科履修生 (4年以上在学し、「学士 （教養）」の学位の取得を目指す学生）

選科履修生 (1年間在学し、希望する科目を履修する学生）
科目履修生 (1学期間「6か月」在学し 、希望する科目を履修する学生）

特 長 0 「学士 （孝翅養）」の学位が取得できます。（全科履修生）
015歳以上であれば、誰でも入学でき、人文・社会・自然・ 産業等の幅広い分野の科目（約300科目）
から学べます。（選科・科目履修生）

〇短期大学・専門学校などからも3年次編入学ができます。（全科履修生）
0入学試験はあリません。
〇看護師学校養成所2年課程 （遅信制）の教育内容に対応可能な授業科目を開設しています。

［大学院］ 学生の種類 修士全科生 (2年以上在学し、「修士 （学術）」の学位の取得を目指す学生）

修士科目生 (1学期間「6か月」在学し、自分の学習・研究したい科目を選択して、
1科目から履修する学生）

特 長 0 「修士 （学術）」の学位が取得できます。入学者選考を行います。（修士全科生）
018歳以上であれば、誰でも入学できます。（修士科目生）
0総合文化 ・政策経営・教育開発・睦床心理の4つのプログラムの科目から学べます。
〇現職教員の方等の専修免許状取得に利用できます。

＊四料請求 •お問い合わせ先
=r790-0826 松山市文京町3番
愛媛大学内 放送大学愛媛学習センター
丁EL 089-923-8544 FAX 089-923-8479 

放送大学ホームページ http:/ /www.u-air.ac.jp/hp 
FAX情報サービス 043-211-8351 
フリーダイヤル 0120-864-600 

松山・上海定期航空路線の利用について

松山空港第2の国際綜として、中国上海との定期航空便が7月15日 （木）から就航することにな
リました。

経済発展著しい中国上海は、中国への入口として中国ビジネスの掲点としてのみならず、最近は、

グルメやファッションの街として大きな変貌を遂げておリます。また、松山空港からは2時間足らず
で、本県からも簡単に行ける旅行先となっています。

韓国便と共に、ぐーんと身近になった中国。世界で一番エネルギッシュな街へ、松山空港から定

期便を利用して行ってみませんか。
運航スケジュールは、次のとおリです。

【運航スケジュール】

0中国便 A320 (156人乗リ）

便名 MU275 MU276 

就航日 上海発 松山着 松山発 上海着

月

木
1 3 : 30 I 1 6 : 00 1 6 : 50 I 1 7 : 30 

＊上海発着時間は現地時間 （日本時間よリー1時間）
0韓国便 A321 (176人乗リ）

便名 02176 便名 OZ175 

就航日 ソウル発 松山着 就航日 松山発 ソウル着

水金 12: 40 14: 10 月 9: 00 10: 40 

日 18: 10 19: 40 水金 15: 10 16: 50 

松山空港利用促進協議会

2004.6 Is 



男女均等な職場づくりをめざしましょう l

6月は第19回男女雇用機会均等月間！

テーマ「あなたが変えれは＇、会社も変わる
ーカギはポジテイプ・アクション一」

男女雇用機会均等法が制定されて20年目
を迎え、この間に女性雇用を巡る環境は整

備されつつありますが、男女労働者間の事

実上の格差は未だみられます。実質的な男

女均等取扱いを実現するためには、企業に

おいで性別によることなく雇用管理を行う

ことはもとより、女性が能力発揮できるよ

うにするための積極的な取り組み（ポジテ

ィブ・アクション）を進めることが重要です。

また、女性自身も、仕事に積極的に取り

組む姿勢が求められます。

お問い合わせ先

愛媛労働局雇用均等室
〒790-0811 松山市本町2-1-7
乞 089-935-5222 
FAX 089-935-5223 

～地域雇用受皿事業特別奨励釜が

大幅に使いやすくなりました～

地域に貢献する事業を行う法人を設立

し、一定の離職者を雇い入れた場合に創業

に係る経費及び労働者の雇い入れを支援す

る「地域雇用受皿事業特別奨励金」が使い

やすくなりました。

① 創業経費の3分の1を支援します。
(500万円が限度）

② 1人雇うと30万円を支給します。
（短時間労働者は15万円）

※3人以上の雇い入れが必要 (1名以上は
非自発的離職者であること。）

※法人設立後6ヵ月経過後までに事業計
画の認定を受けなければなりません。

詳しくは、愛媛労慟局ホームページ

http://www.e-roudou.go.jp/ 
をご覧ください。

お問い合わせは、

愛媛労働局職業安定部職業対策課

089-941-2940まで

91広報ひじかわ 255号

求職者のみなさんへ

大洲・喜多地域
合同就職面接会のこ案内

大洲I商工会議所では、企業と求職者の皆さ
んが一堂に会して自由に面接を行う「大洲・

喜多地域合同就職面接会」を開催します。

企業の採用担当者から事業所の求人内容に
ついて聞くことができます。

お気軽にご参加ください。

日時 7月15日（木） 午後2時～4時
場所 リジェール大洲2階ホール

大洲市東大洲11582番地
対象者一般、臨時、パート

（年齢・性別は問いません）

用意するもの

履歴書・筆記用具を持参してくだ
さしヽ 。

複数企業との面接を希望する人
は、履歴書のコピーを必要数だ

けご用意ください。

お問い合わせ先 大洲商工会議所
ft24-4111（担当濱田・山田）

平成16年度Uターンフェア
の闊催について

首都圏に在住するUターン就職希望者や来
春卒業予定の大学生等を対象として、 Uター
ンフェアが下記のとおり開催されます。

今年度も、農林水産省主催による新規就農
相談イベント（ニューファーマーズフェア）

との合同開催となります。

Uターンフェアは、企業との面接の場及び
求人情報の提供のほか、ハローワークの職員

がUターン就職等についてご相談に応じます
ので、ぜひご参加ください。

記

0開催日時
平成16年7月24日（土）～ 7月25日（日）
10 : 00-16: 00 

0開孤場所
東凩ヒックサイト（東京国際展示場）

西展示棟4階•西3ホール
東京都江東区有明3-21-1
（ゆりかもめ（新交通）国際展示場正門駅）

0お問い合わせ先
愛媛労働局職業安定部

職業対策課雇用対策係

〒790-0811 松山市本町2丁目1番7
松山東京海上ビル3階

ft (089) 941-2940 FAX (089) 947-6940 



～保健センター～

・
歯
周
病
も
虫
歯
も
犯
人

は
口
の
中
の
細
菌
…
健
康

な
人
の
口
の
中
に
は
、

2
0
0
0
億
固
の
細
菌

が
す
ん
で
い
ま
す
。
よ

く
手
入
れ
を
し
て
い
る
人

で
も

5
0
0
億
個
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
細
菌
が
歯

に
つ
い
た
食
べ
か
す
を
餌

に
増
殖
し
、
酸
を
つ
く
リ

出
し
、
歯
垢
と
な
リ
ま
す
。

こ
の
歯
垢
が
歯
周
病
や
虫

歯
の
始
ま
リ
で
す
。
酸
は

歯
を
溶
か
す
の
で
虫
歯
の

原
因
に
な
っ
た
リ
、
歯
垢

が
増
え
て
固
ま
る
と
歯
石

に
な
リ
、
歯
肉
に
炎
症
を

起
こ
し
て
歯
周
病
の
原
因

と
な
リ
ま
す
。

•
ま
す
、．
口
の
中
を
清
潔

に
…
毎
日
歯
磨
き
を
し
て

い
る
の
に
、
虫
歯
や
歯
周

病
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合

も
あ
リ
ま
す
。
歯
に
歯
ブ

ラ
シ
を
当
て
て
力
を
込
め

て
ゴ
シ
コ
シ
こ
す
る
だ
け

で
は
‘
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先

が
開
い
て
し
ま
い
‘
歯
垢

や
食
べ
か
す
を
取
リ
除
け

ま
せ
ん
。
毛
先
を
鞘
く
当

て
て
、
小
刻
み
に
動
か
す

の
が
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
基

本
で
す
。

ムシ歯のない子ともたち
平成15年度3歳児健康診査の受診者28人中ムシ歯ゼロは次の16人です。

汗生
せいけ ゆうへい

清家 悠平＜ん

： 芯

？ぢ為
ぺ

.』ぃ
協 生

晏罰雀天＜ん

瓜生谷
はまゲ もえり

濱由 萌里ちゃん

道野尾
みずき

藷簾瑞季ちゃん

(I I 

ー'--
大和

もりかわ

森川ともみちゃん

大 和
やまうち るな

山内 瑠菜ちゃん

柳
ふじわら

藤原 紐＜ん

て ‘-

ヽ

-ニ--広常
まるかわ りさ

丸川 里沙ちゃん

共栄
ど い ほ Fか

土居 歩空くん

下鹿野川
わけ し）よった

和氣亮太＜ん

瓜生谷
やました りょうや

山下椋也＜ん

ァ
ミ -
市之畦

まつ t!. かずき

松田和樹＜ん

9,:'~·F、心ゞ深索
• ,9 : 1.“; 、.
、』 - .~-
中居谷

おおい ちなつ

大井 知夏ちゃん

共栄
いずみ しゅうと

泉 秀斗＜ん

_,e.,.-、- -, ー、
中居谷

いしど りか

石戸 里佳ちゃん

森
やぎ こうき

八木 康綺＜ん
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思春期健康相談
（思春期の子ともに関する相談）

内閣総理大臣名の書状を贈呈します

0日時
第4木曜日

午前10時～午後4時

0場所
大洲保健所

（愛媛県大洲I庁舎2階）

〇担当者

心理カウンセラー

長谷川美和子氏

伊賀上明子 氏

保健師

・ 請求期限は、平成17年3月31日まででず。― | 
先の大戦で戦地等に派遣され戦時衛生勤務に服された旧

日本赤十字社救護看護婦及び旧陸海軍従軍看護婦の方々

（慰労給付金受給者を除く）に対して、その御労苦に報い

るため内閣総理大臣名の書状を贈呈しております。

なお、請求期限は、平成17年3月31日までです。

御本人または御家族などからの御連絡をお待ちしており

ます。

請求用紙請求用紙は、肱川町役場福祉課（合34-

2340) に用意してあります。（次のところに直接問い合

わせても可。）

お問い合わせ先

〒100-8926 東京都千代田区霞が関2-1-2

云24-3165（予約が必要）

相談は無料です。

中央合同庁舎2号館8F

総務省大臣官房管理室業務担当

匹03-5253-5182（直通） FAX 03-5253-5190 

妙バ奇也、喜・2004

1 1 I広報ひじかわ 255号

5月23日（日）午前9時から、えひめ

町並博自主企画イベント「天狗の足

跡～作って食べよう大谷米～」と

「肱川町炭づくし体験」が行われま

した。

「天狗の足跡～作って食べよう大

谷米～」には地元大谷の小中学生と

生協の会員さんの約40名が、田植え

や大足の競争に心地良い汗を流しま

した。

「肱川町炭づくし体験」は、松山

市と丹原町から2名の研修生を迎え、

本格的な炭づくりを体験しました。

今後、 「天狗の足跡～」は9月に稲

刈り及び収穫祭を開催する予定で

す。

「炭づくし体験」は、11月から、

研修生の受け入れを進めていく予定

です。

劃剛割

―’ 



2泊3日のお四国学級閥催

四国／l十Il力所を巡る旅

r----------------------------------, 

p扉屑討絆罰隣目を募集します

お四国学級は四国八十八カ所を巡ると

共に、各地の文化施設などを見学し、教

養を高める高齢者対象の学習です。年2
回開催し 5回で修了します。
第16期お四国学級は 4月14日～16日、

最終の 5回目の学級を和歌山の高野山
（奥の院、金剛峰寺）などを巡りました。

これで第16期お四国学級は全日程を修了

しました。第17期お四国学級は 5月12日

~14日、高知県29番札所国分寺他16カ寺

を巡りました。両学級とも、雨に降られ

る場面もありました。また、長い階段や

坂道など難所がいくつもありましたが、

全員元気に3日間の日程を済ませる事が

できました。第17期生の次回お四国学級

は今秋を予定しています。

〇目

0対

0人
0時

的

〇主催

0申し込み

0締め切り

高齢者学習の一環として四

国4県の文化財、文化施設
等を巡りながら見識を深め

弘法大師の足跡をたどりな

がら教養を高める。

象 55オ以上の方
（初めて希望される方を優先します。）

員 15人程度

期第 1回目を平成16年10月に

実施予定

肱川町公民館

電話でお申し込みください。

匹 34-2307
平成16年8月20日 （金）

※ご不明な点がありましたら公民

館にご連絡ください。

L----------------------------------

ff 34-2307 
FAX 34-2878 

第

17
期
お
四
国
学
級

31
番

札

所

竹

林

寺

に

て

一

第

16
期
お
四
国
学
級

一
宮
野
山
金
剛
峰
寺
に
て

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
社
会
全
体
で
育
て
よ
う
！

中
野
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル

最
近
の
青
少
年
問
題
は
、
家

庭
の
教
育
力
の
低
下
だ
け
で
な

く
、
都
市
化
、
核
家
族
化
、
少

子
化
、
地
域
の
人
々
と
の
つ
な

が
り
の
減
少
な
ど
、
親
や
子
ど

も
を
取
り
巻
く
社
会
変
化
が
要

因
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
思

い
や
り
や
行
動
力
は
、
学
校
生

活
だ
け
で
身
に
付
く
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
肱
川

町
で
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

自
主
性
や
創
造
性
、
社
会
性
な

ど
を
育
ん
で
い
く
た
め
に
「
中

野
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
」
事
業

を
実
施
し
ま
す
。
同
じ
地
域
で

暮
ら
す
多
く
の
人
た
ち
と
の
ふ

れ
あ
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

様
々
な
体
験
活
動
や
交
流
活
動

を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
を
育
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

0
中
野
小
学
校
児
童
が
対
象
で
す

合
年
は
初
年
度
と
し
て
中

野
小
学
校
区
の
み
の
麗
催
と
な

リ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
活
動

し
て
頂
け
る
方
、
子
ど
も
た
ち

の
活
動
を
見
守
っ
て
頂
け
る
方

を
指
導
員
と
し
て
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
肱
川
町
公

民
館

(
3
4
.
2
3
0
7
)
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

•9 

'n, •一

ゲームを楽しむ

子どもたち

0
週

1
回
、
年
間
を
通
し
て
行

い
ま
す

毎
週
水
曜
日
の
放
課
後
に
、

集
会
所
、
公
民
館
、
小
学
校
を

利
用
し
て
実
施
し
ま
す
。
適
学

合
宿
を
含
め
、
年
間

50
日
程
度

の
開
催
予
定
で
す
。

0
地
域
の
指
導
者
が
教
え
、
見

守
り
ま
す

高
齢
者
、
退
職
敦
昌
、
大
学

生
、
民
生
委
員
、
保
護
司
、

P

丁
A
、
社
会
赦
育
団
体
関
係
者
、

体
育
指
導
員
な
ど
地
域
の
人
材

を
結
集
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

0
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
体

験
活
動
を
行
い
ま
す

学
習
指
導
、
自
由
遊
び
、
ス

ポ
ー
ツ
、
読
み
聞
か
せ
、
将
棋

の
広
場
、
読
書
、
手
芸
工
作
教

室
、
遊
び
道
具
づ
く
リ
、
映
画

敬
室
、
花
植
え
な
ど
。
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み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て

命
に
等
級
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

正
山
小
学
校
教
諭

解
放
出
版
社
か
ら
『
映
画

を
マ
ク
ラ
に
』
と
い
う
書
籍

が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
は
、
筆
者
で
あ
る
児
童

文

学

者

上

野

瞭

（う
え

の
リ
ょ
う
）
氏
が
、
こ
れ

ま
で
に
鑑
賞
し
た
数
多
く
の

映
画
の
う
ち
、

40
本
の
作
品

、
に
つ
い
て
の
感
想
や
少
し
辛

ロ
の
評
論
な
ど
が
掲
載
さ
れ

大
和
田
和
敏

て
い
ま
す
。
ミ
ス
テ
リ
ー
、

S
F
、
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
、

ま
た
、
大
ヒ
ッ
ト
し
た
も
の
、

そ
う
で
も
な
い
も
の
：
・
‘

様
々
な
分
野
の
作
品
が
取
リ

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
の

知
っ
て
い
る
作
品
に
つ
い
て

も
取
リ
上
げ
て
あ
リ
、

一
気

に
読
み
終
え
ま
し
た
。
し
か

し
、
実
際
に
起
き
た
事
故
を

参
考
に
し
て
製
作
さ
れ
、
日

本
で
も
数
多
く
の
観
客
を
集

め
た
『
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
』
に

つ
い
て
の
記
述
に
は
後
味
の

悪
さ
が
残
リ
ま
し
た
。

「
＿
等
船
客
は
、
溺
れ
る
時

も
音
楽
が
つ
い
て
く
る
の

か」
や
っ
と
の
思
い
で
甲
板

ま
で
は
い
上
が
っ
て
来
た

三
等
船
客
の
言
葉
で
あ
る
。

映
画
『
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
』

の
ラ
ス
ト
近
い
場
面
…
。

豪
華
客
船
は
傾
き
始
め
て

か
わ
い
い
白
衣
の
天
使

幼
稚
園
か
ら
の
帰
リ
道
で
、
普
段
会
う
こ
と
の

な
い
高
校
生
の
お
姉
さ
ん
を
見
て
、

A
児
「
ど
う
し
て
お
る
ん
の
・
」

教
師
「
テ
ス
ト
中
で
、
早
く
お
う
ち
に
帰
っ
て
勉

強
す
る
ん
だ
っ
て
。」

A
児

「
ど
う
し
て
？
」

教
師
「
勉
強
し
て
看
護
婦
さ
ん
に
な
る
ん
と
。
」

A
児
「
す
ご
い
11
看
護
婦
さ
ん
に
変
身
す
る
の

2

私
も
、
看
護
婦
さ
ん
に
変
身
し
て
、
お
じ
い

さ
ん
の
お

□と
お
へ
そ
み
て
あ
げ
る
ん
だ
よ
。」

4
歳
な
の
に
、
お
じ
い
さ
ん
へ
の
や
さ
し
い
気

持
ち
が
い
っ
ぱ
い
で
、
こ
ち
ら
ま
で
や
さ
し
い
気

持
ち
に
な
リ
ま
し
た
。

い
る
。
脱
出
す
る
に
も
＿

等
船
客
優
先
で
、
船
底
に

閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
三

等
船
客
は
後
回
し
。
救
命

ボ
ー
ト
の
数
さ
え
足
り
な

い
。
パ
ニ
ッ
ク
を
避
け
よ

う
と

4
人
の
楽
士
が
演
奏

す
る
の
が
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ

ッ
ク
の
『
天
国
と
地
獄
』
。

何
と
も
皮
肉
な
シ
ー
ン
で

あ
る
。

そ
の
当
時
、
船
室
の
等
級

は
、
人
の
命
の
等
級
で
も
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
：
0

観
察
力

髪
に
力
わ
い
い
リ
ボ
ン
を
つ
け
て
き
た

B
ち
ゃ
ん

C
児
「
B
ち
ゃ
ん
か
わ
い
い
の
お
。
」

教
師
「
ほ
ん
と
、
か
わ
い
い
ね
。
」

D
児

「
似
合
っ
と
る
な
ぁ
。」

C
児
「
で
も
、

B
ち
ゃ
ん
は
ち
ょ
っ
と
や

か
ま
し
い
ん
よ
な
ぁ
。」

ま
だ
入
園
し
て
＿
週
間
位
な
の
に
、
女

の
子
の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
を
見
つ
け
た

リ
、
人
物
像
を
観
察
し
た
リ
し
て
す
ご
い

廿
見
習
わ
な
け
れ
ば
1
1
~
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同
窓
の
集
い
に
参
加

し
ま
し
た
。
先
輩
、
同

級
生
、
後
輩
が
静
か
な

山
里
に

80
名
以
上
集
ま

り
、
賑
や
か
な
話
し
声

が
谷
間
に
響
き
渡
り
、

昔
の
賑
わ
い
が
戻
っ
て

き
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

昔
の
ま
ま
の
校
庭
、
教
室
が
残
っ

て
お
り
、
懐
か
し
い
思
い
出
が
込

み
上
げ
、
み
ん
な
に
会
え
た
喜
び

で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。
学
校
は
廃
校
に
な
っ
て
も
、

地
域
の
人
の
温
か
い
心
は
今
日
も

昔
も
変
わ
ら
ず
、
懐
か
し
い
思
い

出
話
に
花
が
咲
き
、
時
間
の
経
つ

の
も
忘
れ
、
次
の
機
会
に
み
ん
な

で
元
気
に
再
会
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
開
催
を
誓
い
ま
し
た
。
地

域
の
方
も
高
齢
者
が
多
く
、
住
む

人
た
ち
が
み
ん
な
で
助
け
合
い
、

手
を
取
り
合
っ
て
、
私
達
の
故
郷

を
守
り
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
な

が
ら
校
庭
を
後
に
し
ま
し
た
。

計
画
を
立
て
て
く
だ
さ
り
、
お

世
話
し
て
い

た
だ
い
た
人

達
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

I~ ファインダー

同
窓
会
の
集
い
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天 地 人 夭 地 人 天 地

省 清
展

明
選

四
囮
回
固
臼
困
国

5
月

16
日
⑤
、
鹿
野
川
川
柳
大
会
が
肱
川
町
公

民
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は

2
年
に
＿
回
開
催
さ
れ
、
当
日
は
早
朝
よ
り
宇
和

島
市
や
新
居
浜
市
な
ど
町
内
外
か
ら

87
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
は
遠
く
大
阪
や
鹿

児
島
な
ど
か
ら
の
投
句
も
あ
り
、
参
加
者
た
ち
は
、

川
柳
を
通
し
て
お
互
い
の
交
流
と
親
睦
を
よ
り
一

層
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
題
の
秀
句
、

成
績
は
標
記
の
と
お
り
。
入
賞
者
に
は
、
歌
麿
の

版
画
等
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

＿
鹿
野
川
川
柳
大
会
成
績

一

「

音

」

西

予

市

西

田

美

恵

子

選

基
地
の
音
眠
れ
ら
れ
な
い
搭
が
あ
る

新
居
浜
市
佐
々
木
粒
子

い
ろ
い
ろ
な
音
聞
き
な
が
ら
母
に
な
る

新

居

浜

市

玉

井

君

恵

空
っ
ぽ
に
す
る
ど
聞
こ
え
る
風
の
音

肱

川

町

中

居

人

「
う
っ
か
り
」
吉
田
町
金
子
す
す
む
選

う
っ
か
り
で
済
ま
ぬ
介
護
に
あ
る
重
み

大
洲
市
河
野
イ
ソ
ミ

無
に
還
え
る
命
う
っ
か
り
多
す
ぎ
る

今
治
市
月
原
つ
く
し

う
っ
か
り
が
続
い
て
神
に
近
く
な
る

広

見

町

水

野

「

頭

」

西

予

市

加

藤

木
当
の
情
け
知
っ
て
る
石
頭

新
居
浜
市
佐
々
木
粒
子

人
情
に
ゃ
脆
い
親
父
の
石
頭

鹿

児

島

県

松

木

頭
か
ら
胃
へ
滑
り
込
む
踊
り
食
、

松

山

市

関

谷

貞
子

善
信

特
別
課
題「

合

併

」

松

山

市

宮

尾

み

の

り

選

合
併
後
僕
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
あ
り
ま
す
か

大

洲

市

中

岡

錬

三

合
併
を
し
て
も
せ
ん
で
も
山
ん
中

西

予

市

那

須

合
併
で
更
に
過
疎
化
は
風
の
町

高

槻

市

篠

浦

天 地 人 天 地 人 天 地 人 夭 地 人 天 地 人

井
蛙
浩 永

秋

草
映
選

「
似
顔
」
新
居
浜
市
平
井

念
す
れ
ば
雲
父
の
顔
母
の
顔

松
山
市
仙
波
八
千
代

ロ
ボ
ッ
ト
が
描
く
似
顔
絵
が
気
に
入
ら
ぬ

西
予
市
立
ハ
頭
俊
子

い
い
顔
に
な
っ
た
ら
似
顔
絵
を
描
こ
う

西

予

市

黒

田

茂

代

「
思
い
つ
き
」
松
山
市
高
畑
俊
正
選

思
い
つ
き
の
助
言
が
的
を
つ
き
過
ぎ
る

広

見

町

水

野

貞

子

思
い
つ
き
で
飼
っ
た
ペ
ッ
ト
を
持
て
余
す

松

山

市

山

内

郁

代

思
い
つ
き
で
他
人
の
介
護
な
ど
出
来
ぬ

西
予
市
立
ハ
頭
俊
子

「
も
し
も
し
」
西
予
市
兵
頭
ま
も
る
選

発
端
は
も
し
も
し
だ
っ
た
ざ
ん
げ
録

松
山
市
仙
波
八
千
代

も
し
も
し
ど
神
に
余
命
を
聞
い
て
み
る

松

山

市

山

内

郁

代

も
し
も
し
風
よ
父
の
帽
子
を
知
ら
な
い
か

松

山

市

高

畑

俊

正

「

宝

」

松

山

市

塩

見

ニ
セ
物
で
い
い
の
よ
母
の
宝
物

肱

川

町

福

田

人
生
の
出
会
い
宝
に
し
て
生
き
る

西
条
市
山
之
内
さ
ら
枝

宝
刀
は
火
中
の
栗
を
狙
っ
て
る

新
居
浜
市
佐
々
木
粒
子

丹
波
選

今
月
の
こ
と
ば

携帯電話やパソコンは使いよう。
携帯電話やインターネットは、使い方一つで、役立

つ道具にもなれば、子どもの身を危険にさらす道具にもなりま

す。外の世界とすぐに情報がつながることは、見知らぬ危険な

世界と子どもが直結することになります。

子どもが使用したいと言ってきたときこそ、話し合いのチャ

ンス。「なぜ使用したいのか」などについて、親子で話し合い、

納得した上で、使う・使わないを決めましょう。

使うときには、使用場所や使用時間、使ってよい目的などに

ついてのルールを最初に家庭で決めましょう 。特に、出会い系

サイトには要注意。性への関心が高まるこの時期には、隠して

おくのではなくきちんと危険性を親の方から話しましょう 。ま

た、マナーモードの使用などの公共のマナーや、知らない人か

らメールが来たら返信しないなど、危険からの自己防衛の仕方

も、親があわせて教えることが必要です。

携帯電話やバソコンの使い方について家族で考えよう
平成16年度家庭教育手帳 （文部科学省／愛媛県版）より抜粋
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◎図書館だより◎

森

ま
だ
17
歳
だ
け
ど
、
人
生
っ
て
面
白
い
と
思
う
岩
渕

大
起
絵
都

（
中
高
生
向
け
図
書
）レ
フ

ィ

ッ
シ
ュ

・
リ
ス
ム
／
ゴ
ー
）
ド

・

（幼
児
図
書
）

・
ペ
っ
た
ん
こ

ド
ー
ド
ー
と
せ
い
ち
ゃ
ん
お
で
か
け
え
ほ
ん

わ
た
せ
せ
い
ぞ
う

平
成
16
年
度

雨
の
た
め
…

「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」

5
月
16
日
間
に
少
年
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
も
キ
ッ
ク
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
と
親
子
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
雨
天
の
た

め
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
に
変

更
に
な
り
ま
し
た
。
ド
ヅ
ジ

ボ
ー
ル
大
会
に
は
、
高
学
年

の
部
で
は
町
内
の
小
学
校

4

年

i
6
年
の
児
童

6
チ
ー
ム

51
名
と
低
学
年
の
部
で
は
町

内
の
小
学
校

1
年

i
3
年
の

児
童

4
チ
ー
ム

30
名
の
参
加

が
あ
り
、
リ
ー
グ
戦
を
行
い

ま
し
た
。
高
学
年
の
部
で
は
、

さ
す
が
に
ボ
ー
ル
の
勢
い
が

0
新
刊
図
書
の
ご
紹
介

（
一
般
図
書
）

・
父
さ
ん
が
言
い
た
か
っ
た
こ
と

少
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ロ
ナ
ル
ド

・
ア
ン
ソ
ニ
ー

・
負
け
て
た
ま
る
か
！
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
開
発
者
の
言
い
分

中

村

修

二
違
い

、
内
野
が

1
対
ー
に
な

っ
た
り
と
白
熱
し
た
試
合
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
低
学
年
の
部
で
は
、
高

学
年
の
部
と
は
違
い

、
少
し

柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
だ
っ
た
の

で
投
げ
に
く
い
の
か
、
ワ
ン

バ
ウ
ン
ド
し
た
り
、
違
う
方

向
に
飛
ん
だ
り
と
笑
い
あ
り

の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
試
合
が

数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
今
回

の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は
公
式
ル

ー
ル
で
は
な
く
、
昔
遊
ん
で

い
た
自
分
た
ち
の
ル
ー
ル
を

思
い
出
し
て
決
め
ま
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
そ

う
に
試
合
を
し
て
い
た
よ
う

〇
お
願
い

・
リ
サ
イ
ク
ル
本
に
つ
い
て

家
庭
で
読
ま
な
く
な

っ
た
本
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
再
利
用
い
た
し
ま

す
の
で
、
図
書
館
ま
で

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
図
書
の
返
却に
つ
い
て

返
却
日
を
過
ぎ
て
い

る
本
は
、
至
急
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

に
思
い
ま
し
た
。
何
は
と
も

あ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、

同
級
生
や
他
の
小
学
校
の
友

達
と
の
交
流
を
よ
り

一
層
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で

す
。今
年
度
は
、
残
念
な
が
ら

糸
東
会
空
手

出
場
お
め
で
と
う
！

〈
組
手
〉
水

野

恭

輔

西

森

祐

介

栗

田

秀

哉

紺
屋
沙
也
乃

山

口

航

（小
4
)

（小
5
)

（小
6
)

（中
3
)

（中
3
)

（小
2
)

（小
4
)

（小
6
)

（中
1
)

（中
3
)

（中
3
)

雨
で
室
内
競
技
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
が
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
大
会
も
子
ど
も
た
ち
に
は

大
変
好
評
で
し
た
。
参
加
し

た
児
童
、
保
護
者
、
役
員
の

皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。

”
全
国
大
会
出
場
“

••••••••••••••••••••••••• 

空
手
道
全
国
糸
東
会
全
日
本
選
考
会
が

5
月
9
日
に
重
信

町
ツ
イ
ン
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
、
肱
川
道
場
か
ら

8
名
が
最

終
選
考
に
残
り
、

7
月
25
日
に
東
京
の
武
道
館
で
開
催
さ
れ

る
全
国
選
手
権
大
会
へ
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

出
場
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

食
出
場
が
決
定
し
た
子
ど
も
た
ち

〈形〉水
野

泰

輔

水

野

恭

輔

三

瀬

裕

貴

西

森

千

絵

紺
屋
沙
也
乃

山

口

航
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平成16年度

肖年M新役員発表！！
今年度はこのメンバーを中心として

頑張ります。

団 長 冨永哲成

副 団 長 徳本真由美

事務局長 東 誠幸

事務局次長 宮田 光

ク 井脇清美

会 計 稲田瑠美

広報部長 谷本孝史

ェ臣ュと 早オ< 員 沖田和恵

ク 金野玲子

こ
の
程
、
青
年
団
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な

リ
ま
し
た
冨
永
で
す
。

青
年
団
に
入
団
し
て
合
年

で
ま
だ

2
年
目
、
団
長
と
し

て
は
経
験
不
足
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、

一
生
懸
命
頑
張
っ平

成

16
年
度
が
始
ま
っ
て
第

1
回

目
の

A
S
U
K
A
で
し
た
が
、
い
か

が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

平
成

16
年
度
新
役
負
が
決
ま
リ
、

新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
新
入
団
員
が

い
な
い
の
が
残
念
で
す
。

A
S
U
K
A
も
み
な
さ
ん
が
次
号

を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
る
よ
う
な
も

の
に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
の
で

青
年
団
共
々
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す。
で
は
次
号
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

青年団だより

ASU 
風をおこして～

冨永 哲成

A
 

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
顆
い
い
た

し
ま
す
。

合
年
は
新
入
団
昌
が
い
な

い
た
め
、
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス

紹
介
が
で
き
な
い
の
が
非
常

に
残
念
で
す
が
、
他
の
団
昌

の
方
々
と
協
力
し
て
、
ス
ポ

ー
ツ
、
イ
ベ
ン
ト
等
積
極
的

に
活
動
し
て
い
く
予
定
で

す
。
新
入
団
昌
も
随
特
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
を

持
た
れ
た
方
が
い
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

一
緒
に
楽
し
く
活
動

し
ま
し
ょ
う
。

）
 

5
月
15
日
土
第
8
回
ふ

（
 

れ
あ
い
の
旅
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
リ
町

内
の
お
年
寄
リ
に
大
変
喜

ば
れ
て
い
る
行
事
で
す
。

今
年
は
19
人
の
参
加
が
あ

リ
、
参
加
者
の
中
に
は
、

吉
海
町
バ
ラ
公
園
が
は
じ

め
て
と
い
う
人
も
多
く
、

色
鮮
や
か
に
咲
き
誇
る

2

5
0
種

5
千
5
0
0
株

10

万
本
と
い
う
バ
ラ
の
花
に

歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し

た
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま

れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
車

椅
子
介
助
で
バ
ラ
の
花
を

満
喫
し
た
、
今
年
89
歳
を

迎
え
る
谷
田
ム
メ
カ
さ
ん

（小
薮
）
は
、
「
連
れ
て
き

て
も
ら
っ
て
ホ
ン
ト
に
良

か
っ
た
」
「
来
年
も
ぜ
ひ

連
れ
て
行
っ
て
ほ
し
い
」

と
、
遠
出
の
喜
び
を
話
さ

れ
ま
し
た
。
さ
わ
や
か
ボ

第8回

ラ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会

で
は
、
今
後
も
『
思
い
や

リ
の
あ
る
人
に
や
さ
し
い

町
づ
く
リ
』
を
目
指
し
て
、

お
年
寄
リ
や
身
障
者
の
皆

さ
ん
に
少
し
で
も
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
活
動
と
ポ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
推
進
を
展
開

し
て
ま
い
リ
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の
旅

『バ
ラ
祭
り
・
よ
し
う
み
』
を

満
喫
し
ま
し
た

バラの花に囲まれて…
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第46[f!J愛媛県椎炸共進会開催される

5月28日、昨年に引き続き、五十崎町中央公民館において、第46回椎茸共進会が

県下の椎茸生産者500人の出席のもと盛大に開催された。

今年の椎茸の作柄は、九州は大豊作、東北は不作となっており、肱川流域につい

てはやや良といったところで、品質的には、収穫期の天候の影響でバレ葉の少ない

中小葉中心の品質の良い作柄となった。

出品物は、本年の作柄を反映して優秀

な出品物が目に付いた。出品点数は、特

選品238点、箱物387点、ほだ木育成の部

35点が出展され農林水産大臣賞、林野庁

長官賞、愛媛県知事賞の上位入賞を、

（合併）大洲市森林組合が独占した。

上位入賞者は次の通りです。

賞 名 分類 銘柄 地区名

農林水産大臣賞 箱物 -プ つ.... しマ 大洲I（長浜）

農林水産大臣賞 特選 こうしん 伊予（双海）

農林水産大臣賞 ホダ木 ホダ場 大洲1（長浜）

林野庁長官賞 箱物 こうしん 大洲（長浜）

林野庁長官賞 箱物 '--プつ-'--7 大洲I（大洲）

林野庁長官賞 箱物 どんこ 大洲（大洲I)

林野庁長官賞 特選 e_7" .つ!:(,_プ 大洲（大洲）

林野庁長官賞 特選 どんこ 大洲（長浜）

林野庁長官賞 ホダ木 ホダ場 大洲（長浜）

県知事賞 特選 どんこ 大洲（肱川）

県知事賞 特選 こうこ他 大洲（肱川）

県知事賞 箱物 こうこ他 大洲（大洲）

しいたけ生産者大会の決議事項

氏 名

増田勝敏

岡田義数

楠野公信

中嶋正一

河内逸一

栗田国夫

泉 秀子

上満武友

山本光高

土居寿満子

土居哲雄他10名

河内逸ー他14名

※ 

l、

2、

3、

愛媛産原木しいたけの生産振興と品質の向上

消費宣伝活動の更なる充実

しいたけ生産に対する支援の充実

最優秀品1箱16.9kg

（お しどり受賞）

森林組合だ
338,000円

（自動植菌機）

（記念講演）講師は中国人の玩蔚先生。中国はハゲ山が多いが、日本は

緑が一杯で森林資源は充実している。中国の21世紀最大の課題は水資

源である。農業においては、日本が社会主義で、中国が資本主義であ

る。1985年の改革開放政策から国民は腹一杯食べられるようになった。

まだ貧富の差は激しいが、高所得者層では日本から輸入した1個800円

のりんごを平気で買っている。日本の農業は世界にむけて輸出するこ

とを真剣に考えると良い方向になる。

＊ 大会終了後、龍王荘で大洲I市
森林組合の生産者等150名により

入賞者の祝賀会と懇親会を盛大に

実施した。

17 I森林組合だより



肱
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

理
事
会
・
評
議
員
会
が

5
月

21
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
理
事
・
評
議
員
の

変
更
、
平
成

15
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
合
併
関

係

(
6
議
案
、

4
報
告
）
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

6
月
1
日
に
任
期
満
了
と

な
り
ま
し
た
理
事
・
監
事
に

'
つ
き
ま
し
て
は
、
理
事

12
人、

監
事
2
人
の
方
が
新
た
に
就

任
さ
れ
、
利
氣
邦
嗣
会
長
の

退
任
に
よ
り
、
新
し
く
中
野

博
司
氏
（
山
槌
）
が
社
会
福

祉
協
議
会
長
に
、
副
会
長
は

山
下
博
氏
が
留
任
と
な
り
ま

し
た
。
評
議
員
に
つ
き
ま
し

て
は
、
役
職
の
交
代
等
で

4

人
の
方
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。社
会
福
祉
協
議
会
も
市
町

村
合
併
に
合
わ
せ
て
合
併
し

ご

芳

志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中

居

谷

二

宮

繁

雄

様

ま
す
が
、
地
域
福
祉
活
動
の

拠
点
と
し
て
、
よ
り
一
層
福

祉
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま

す
の
で
、
今
後
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
提
出
議
案
◎

＿
理
事
・
評
議
員
の
変
更

に
つ
い
て

二

平

成

15
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
に
つ

い
て

三
共
同
事
務
執
行
者
の
変

更
に
つ
い
て

四
合
併
の
期
日
に
つ
い
て

五
定
款
の
基
本
的
項
目
に

つ
い
て

六
設
立
当
初
の
役
員
の
選

任
に
つ
い
て

七
合
併
契
約
書
に
つ
い
て

八
合
併
認
可
申
請
書
に
つ

い
て

（
三
ー
八
は
、
合
併
関
係
）

社
会
福
祉
協
議
会
長
に

中
野
博
司
氏
を
選
任
。

f
と
鱈
璽

9“
ニ

i)1
1~
•向
い
ロ

二

覺

の
進
展

(
 6

‘
-
i
・

こ
伴
い
、

,

＇

介

護

保

rヽ
ー

険
制
度
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、

地
域
の
環
境
が
大
き
く
変
わ

る
中
で
、
社
会
福
祉
の
重
要

性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き

て
お
リ
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
合
併
協
議
も
大
詰
め
の
段

階
に
き
て
お
リ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
変
重
要
な

と
き
、
会
長
の
重
責
に
ご
推

挙
い
た
だ
き
ま
し
た
。
微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
行
政
と
の
連
携
を
図

リ
な
が
ら
、
地
域
住
民
に
直

結
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
目
指
し
て
精
一
杯
尽
く

し
て
参
リ
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

--------------------------------------------

“・↓印窪，ll ,廿r||9i紐紐ぷii9
●法人運営事業会計

●心配ごと相談事業会計

●共同募金配分金事業会計

●資金貸付事業会計

●まごころ金庫事業会計

●居宅介護支援事業会計

支出
計
収入 30,065,106円
支出 27,814,294円______________________________..:, ___ :_ _________.J 

合

2,158,257円
2,263,225円

100,002円
111,000円

894,050円
894,050円

59,339円
1,068,224円

4,066,954円
918,079円

22,786,504円
22,751,716円

I I 

冨 山高中冨山二中上片沖大 理

永田田居永下宮野田山浦野 更

哲由栄喜武 賢博利政賢
美代ー
成子治光雄博郎司明治嗣和

[
評
議
員
]

福

桝

妙

子

吉

見

隆

史

郷

田

智

成

岡

村

清

利

[監岩――
 

事
]
田

忠

義

井

久

美

子

（任期）

平成16年6月1日～平成17年1月10日

2004. 6 I 1s 



7r固＠初レンジ-

保健衛生 保健センター匹34-2340 7月の当直医

種別 日（躍） 1,了- 事

母 14（水）ムシ歯予防敦室
子

保

健 23金）竹の子クッキング

5 （月）超音波検診

6伏） 超音波検診

老
成

人 9漁）リハビリ教室
保

健

16金）総 今 検D 

21（水）総 今 検D 

燃やせないごみ

【収集日】 7月15日（木）

＊前日までに指定の場所へ

【収集地区】

診

診

小畑井・萩野尾・汗生

肱栄・小薮・大和

中 野・鹿野川・大谷地区

古紙収集日

ワ月21日（水）

＊当日の朝7時までに

指定の場所へ

犬とねこの引取日

7月5日（月）・12日（月）•26 日 （月 ）

＊当日の朝10時までに
役場に連れてきてください。

19 I広報ひじかわ 255号

場 ・所 時 間
日（曜） 病院名 場所 電話番号

4 （日）菊原医院 八多喜 26-0103 

保健センター 9:30~10:30 
本条脳神経外科 東大洲24-2841 

11（日）

保健センター 9: 30~13: 00 菊地内科 長浜町52-0209 

18（日）山本医院 菅田 25-6100 

保健センター 8: 30~11: 00 
般 19（月）井関クリニック 新谷25-6212 

保健センター 8: 00~11: 00 25（日）菊原外科医院 若宮24-4646 

月・失 市立大洲I病院 西大洲24-2151
保健センター 12: 40~16: 00 

救 水 加戸病院 若宮24-5101 

保健センター 8: 30~10: 30 急 木 大洲11記念病院 徳森 25-2022 

金～日 大洲中央病院 東大洲24-4551 

保健センター 8: 30~10: 30 
＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。

行事予定表

4 （日） 消防団幹邪•新入団員夏季訓練

10出国体少年ポート県予選 (~11)

11（日）参議院議員遅常選挙

1ワ出国体少年・成年ボート農代表予選

18（日）国体ボートブロック予選

18（日）岡内レクリエーションバレーボール大会

20伏） 自治会長会

28（水）町税等出張受け入れ

社会保険一日出張相談所

大沙軋商工会議所

7月6日（失）・21日（水）

内子町商工会

ワ月7日（水）・22日（木）

Iペットボトル・白色トレイI
＊当日の朝7時までに

指定の場所へ

も岸地区ワ月ワ日（水）

左岸地区 7月 8日（木）

行政相談

【日時】ワ月5日（月）

午後1時30分～4時30分

【場所】肱川町公民館青年室

【相談員】角田和三

心配ごと相談

【日時】 7月5日（月）

午後1時30分～4時30分

【場所］肱川町公民館青年室

【相談員】谷田 善和 ・山本百千恵

慶弔

■やすらかに■
笹木明徳さん (78歳・上鹿野川）

和氣久子さん (76歳・上鹿野川）

東 嘉穂さん（81歳・ 柳）

勾ぷ



主催：鹿野川しゃくなげまつり実行委員会

写真を通して、美しい肱川の自然を再発見というこ

とで、今回初めて しゃくなげまつり期間中の写真を募

集したところ、東は新居浜市、南は西海町から合計87
点の応募がありました。審査の結果13名の入賞者が決
まりました。作品は道の駅清流の里ひじかわに展示し

ていますのでどうぞお立ち寄り下さい。

特選 松山市

特選 保内町

乗松 賢二「しゃくなげの咲く」

佐々木政明「しゃくなげの園」 推薦 伊予市 福本 満「しゃくなげ光景」

叫

大谷文楽保存会のみなさん

N
H
K
の
夕
方
6
時
台
の
「
い
よ
か
ん
ワ
イ
ド
」
に
、

大
谷
郷
土
文
化
保
存
伝
習
館
か
ら
”
大
谷
文
楽
“
の
生

中
継
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の

4
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
、
え
ひ
め
町
並
博

2
0
0
4
の
中
で
、
町
内
で
企
画
し
て
い
る
自
主
企
画

イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
、

「
大
谷
文
楽
後
継
者
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
紹
介
。
今
年
か
ら

新
人
が

2
名
加
わ
り
、

後
継
者
が
育
っ
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

町
内
の
み
な
さ
ん
、

み
ん
な
で
エ

ー
ル
を

送
り
ま
し
ょ
う
！

生中継の撮影中風景

0

「
大
谷
文
楽

。

技
術
研
修
講
座
」

◎肱川町ホームページアドレス： http://www.town.hijikawa.ehime.jp
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